
二   斉1   貝1



第一章    鯰   貝1

第 1条  本会は日本基lll師会の趣旨により、東京都基斉1師会に所属し、基斉1師
の職能向上を図り、グ衆の厚生福社の増進に寄与することを目的とす
る。

第 2条  本会は二鷹市基lll師会 と云 う。

第 3条  本会事務所は、二鷹市上逹在 7-4-8春におく。

第二章    会員と会費

第 4条  会員の種類

木会の会員は次の 2種 とする。

(1)二会員 (管理基斉1師 )

(2)準会員 (勤務基lll師 及び個人暮lll師 )

第 5条  会員の奇格と義務

工会員:二鷹市内に基局を開設、または勤務する管理基lll師 であって

東京都基lll師会々員としての奇格を有す者とする。

工会員は、休日診碁執務を義務とする。尚、執務奇格者は理

事会の承認を糸姜とする。

準会員:二鷹市内に居住、または基局に勤務する基斉J師 であって東京

都基lll師会々員としての奇格を有すことを奨励する。

工会員・準会員をもって、一般社団法人に関する法律上の社員とする。

第 6 条  入  会

木会に入会を希笙する者は、入会申ム吉を会長に提出し、理事会の

承認 を行なければならない。

第 7 条  こ  会



会員が本会を二会 しようとする時は、こ会届を夫章で会長に属け出な

ければならない。

但 し、次に該当する時は二会 したものとみなす。

(1)え七 したとき

(2)会費を1年以上納入 されないとき

第 8条  除  名

本会の名誉をき損 し、人は会の主旨に反するような行為を行った会員
は、機会の議決により除名することができる。

第 9 条  会費と入会金

会費は入会に際し入会金を、また所定の納期に会費を、次のこ り納
入 しなければならない。尚、入会金の近ヤはしないものとする。

(1)入会金

工会 員

準会 員

100,000円

10,000円

(2)会 費

工会員   月額 :28,000円

準会員   月額 : 1,000円

第二章    事   業

第 10条  木会は第1条の目的を逹戌するため、次の事業を行う。

(1)基 lll師 の職台ヒ向上に関する事項。

(2)基 事及び合品衛生の次事発逹に関する事項。

(3)貧 衆衛生の助長・協力に関する事項。

(4)学校典の他集団施設の環境衛生に関する事項。

(5)社会保険に関する事項。

(6)会 員相互の状助、福社増・itに 関する事項。

(7)東京都基lll師会及び関係団体との逹絡に関する事項。

(8)医 薬品管理センターに関する事項。

(9)典の他、本会の目的逹戌に糸姜な事項。



第四章    役   員

第 11条  本会は次の役員を置く。

会  長   1名
31会 長   2名
専務理事    1名
理  事  10名 以内

監  事    2名

第 12粂  会長は本会を代表し、会務を機理する。

岳1会長は会長を補佐 し、会長事故あるときは、典の職務を代行する。

専務理事は会長及び31会長を補佐 して会務を代行する。

理事は会長を補佐 し、会務を処理する。理事のうち1名 は会計を担

当する。

監事は本会の業務及び財務状態を監査する。監事は理事会に出席して

意几を述べる事ができる。

第 13条  会長は機会において理事のヤより選挙して定める。

喜1会長、専務理事、監事を会長が指名する。

第 14条  役員の任期は2ヶ 年とし、再選を妨げず。

第 15条  会長は役員会の同意を行て、顧閂、相談役を委嘱することが出未る。

第二学    会   議

第 16条  会議を分けて機会及び理事会とする。

機会は通常機会及び臨時機会とする。

通常機会は無年 1口、事業年度の終了後2ヶ 月以内に会長が招集する。

臨時機会は会長が必要ありと認めた時招集する。機会は委任状を加え

て会員の過半数の出席をもって成立する。

第 17条  理事会は、会長、31会長、専務理事及び理事を以って組織する。

理事会は必要に應 じ随時会長が招集する。

第 18条  機会及び理事会の議長は会長が当る。

会長出席出来ない時は31会長がこれに当る。



第六章   会   計

第 19条  木会の事業年度は無年4月 1日 に始まり、翌年3月 31日 に終る。

第 20条  木会の経費は会費及び東京都基斉J師会のえ付金典の他を以ってえ弁

する。

第 21条  第 20条のほえが不足を生じた場合は理事会の決議を径て、会員より

特万1会費を徴集することが出来る。

第 22条  歳入、歳出決算は監事の監査を行て、通常機会に提出し、承認を求

むるものとする。

第北 章  医薬品管JEセ ンター

第 23条  当センターは医薬分業を推進し以って、地域住民の医療福社の向上

に寄与することを目的とする。

第 24条  当センターの運営は、二鷹市基lll師会医薬品管理センター理学鮨貝1

に基づき運用されねばならない。

第八章   学校基斉1師会

第 25条  二鷹市立′
1ヽ 、ヤ学校の環境衛生の向上に寄与することを目的とする。

第 26条  運営に際しては、二鷹市学校基lll師会会貝1に 基づ くものとする。



附        則



1。 本規約の次変は、機会の決議を姜するものとする。

2。 本会は昭和 44年 4月 に設立。

昭わ 55年  1月 22日

昭
～

55年  1月 23日

昭わ 55年 10月 23日

昭わ 55年 10月 24日

昭わ 58年 4月 25日

昭わ 58年 4月 26日

昭和 60年 4月 25日

昭和 60年 4月 26日

千戌 16年  3月 17日

千戌 16年 4月  1日
千戌 19年  5月 16日

千戌 19年  5月 17日

千戌 20年 11月 19日

千戌 21年 1月  1日
千茂 27年 5月 27日

千戌 27年 5月 28日

一部次エ

よリカ仁イ子

一部友エ

より施イ子
一部次エ

より施イ子

一部皮エ

より方仁イ子

一部夜エ

より施イ子
一部夜エ

より施イ子

一部次エ

より施イ子

一部次エ

より施イ子


